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文脈では海外留学の「効果」）の測定ツールとして注目されている BEVI（Beliefs, Event, 
and Values Inventory）（BEVI, 2020）という心理測定尺度について、その背景理論を解説
するものである。BEVI の背景理論は、同尺度の中心的開発者であるCraig N. Shealy 博士に




筆にあたっては Shealy（2016）の“BELIEFS, NEEDS, AND SELF: THREE COMPONENTS 
























究として、「1970 年代以降における最も有力な欲求論は、Deci, E.L.と Ryan, R.M.によって
提唱されている『自己決定理論』であろう」（鹿毛, 2013, p.182）。自己決定理論（self-
determination theory: SDT）（例えばDeci & Ryan, 2000）は、人間の最適な機能および動機づ
けに関する広範囲な理論であり、複数の下位理論から構成される。鹿毛（2013）によると、













































（a）探求すべき問い（questions to be answered） 
（b）扱うべきパラメータ（parameters to be addressed）4 
（c）欲求にもとづく理論の開発や評価において中心となる基準（core criteria to be met in the 
development and evaluation of needs-based theories） 
（d）先行研究をふまえた、欲求の包括的な「中心的欲求」の定義（a definition of “core need” 
that seeks to be mindful and inclusive of the perspectives presented above） 
（e）欲求にもとづく理論の発展にこれまで関わった理論家、臨床家、研究者の貢献をふま
えた、生理的的・心理的欲求の連続性（a proposed continuum of physiological and 
psychological need based upon the contributions of historically and currently prominent needs-













えるものとして存在する（beliefs and values exist in the service of core human needs）と仮定さ








4.  個人によってそれぞれ異なる適応的潜在能力（adaptive potential）として表出される 








レベル I: 食欲（Appetitive Needs）（飢え、排出、放出、安定） 
レベル II: 愛着欲求（Attachment Needs）（融合、接触、温もり、絆、安全、世話、
反応、予測可能性） 
レベル III: 感情欲求（Affective Needs）（表情、受容、相互的共感、調整） 
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レベル IV: 承認欲求（Acknowledgment Needs）（ミラーリング/真似、認知、共鳴） 
レベル V: 活性化欲求（Activation Needs）（刺激、新規性の探求、因果関係、学習、
効能） 
レベル VI: 所属欲求（Affiliative Needs）（帰属意識、つながり、相互依存、関係性、
社会交流） 
レベル VII:  実現欲求（Actualizing Needs）（潜在力、差異化、達成、影響、一貫性、
一致、統一性、尊重、アイデンティティ） 









これらの欲求のレベルについて、実際に BEVI が持つ 17 のスケール5と見比べると、
スケールの内のいくつかが、この中心的欲求と密接な関係があることがわかる。例え
ば BEVI スケールの 2（欲求抑圧）、3（欲求充足）、4（アイデンティティ拡散）は、
17 の BEVI スケールを 7 つの領域に分けた場合に、「中核的（中心的）欲求の充足」







もの（Rokeach の言葉を借りれば欲求の認知的表象）であり、そして EI モデルでは価
値観はあくまで信念の集合体と仮定していることから、欲求はかなり根源的な意味
 
5 BEVIのスケールについてはWandschneider et al.（2016）または永井（2018）を参照されたい。 
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っている（Leary & Tangney, 2012）。Shealy（2016）は自己概念に関する既存の研究を
概観し、それぞれの研究者の学問的および認識論的背景を考慮に入れ、包括的自己


























3. 人間の経験と機能（例: 欲求、感情、思考、行動）の全ての側面を包み、組織化する。 
4. どのような包括的な自己の理論において説明されなければならない、以下の、6 つの
相互作用する次元から構成される（表 1 も参照）： 
 a） 形成的（formative） ＝ 自己の起源と発達（生得的および/または構成的） 
 b） 調整的（regulatory） ＝ 自己の機能と機構（構造および/または過程） 
 c） 文脈的（contextual） ＝ 自己が記述され、経験される分析のレベル（内的お 
よび/または外的） 
d） 知覚的（perceptual） ＝ 自己による自身の存在、構造、機能への意識（無意 
識的および/または意識的） 
e） 経験的（experiential） ＝ 自己が三次元的および経験的世界において経験され 
るか、超越的で霊的な世界で経験されるか（物理的 
および/かつ形而上的か） 






表 1 自己の 6 つの次元（Shealy, 2016, p.75, Table 2.2 を参考に筆者作成） 
 
  主観的自己 ＝ I  客観的自己 ＝ ME 
I. 形成的: 生得的 ⇔ 構成的 
II. 調整的: 構造 ⇔ 過程 
III. 文脈的: 内的 ⇔ 外的 
IV. 知覚的: 無意識的 ⇔ 意識的 
V. 経験的: 物理的 ⇔ 形而上的 








まで見てきた「信念」、「欲求」、「自己―Shealy（2016, p.81）はこれらをEI 理論の 3 つの主
要な定義と呼ぶ―に加えて、「EI 自己」（EI Self）という重要な概念があるが、これについ
ては機会を改めて解説したい。「EI 理論」（EI Theory）とEI モデル（EI Model）という言葉
は、Shealy（2016）でもそこまではっきりと区別されているわけではないが、改めて図示す
るならば、以下のように表現されるであろう（EI 理論の 6 つの原理は以下で説明し、EI 自
己の中身については別稿で解説する）。 
 
図 1 EI モデルの概念図 
EI モデル 
EI 理論 EI 自己 
〇 3 つの主要な定義（Belief, Need, Self） 
〇 6 つの原理（Etiological, Mediational, 








4 EI 理論の 6 つの原理 
ここまで EI 理論（より大きくは EI モデル）における信念、欲求、自己の作業的定義が
示されているが、Shealy（2016）は、EI 理論において相互に関連する 6 つの原理について
以下のとおり説明している。 
 




















   





































 本稿では EI 理論の 3 つの主要な定義（信念、欲求、自己）のうち欲求と自己を取
り上げ、また、最後に、EI 理論の 6 つの原理について紹介した。したがって、永井
（2019b）と併せると、BEVI の背景理論である、EI モデルの半分を解説したことに
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